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進路で人生どう変わる？「理系で広がる私の未来2020」

知的好奇心がもたらす
心豊かな社会の創造にむけて



大草 芳江 略歴
• 1982年生まれ（宮城県出身）。

• 2005年、東北大学理学部卒業。

• 2005年、東北大学大学院在学中に有限会社FIELD AND NETWORKを設立。
2007年、特定非営利活動法人natural science を設立。

• 2007年、事業に専念するため東北大学大学院を中途退学。

• ひとり新聞社『宮城の新聞』、全国最大級の科学イベント『学都「仙台・宮城」
サイエンス・デイ』、『学都「仙台・宮城」サイエンスコミュニティ』を主催。

【受賞】

• 仙台管区気象台長表彰（2019年6月）

• 日本化学会「第36回化学教育有功賞（2019年1月） など

【公職】

• 文部科学省 サイエンス・インカレ企画会議協力者

• JST 「輝く女性研究者賞（ジュンアシダ賞）」選考委員

• JST サイエンスウィンドウ委員会委員

• 文部科学省 科学技術週間の取組等に関する検討会委員など（約30件）



知的好奇心がもたらす

心豊かな社会の創造にむけて



得たもの
失ったもの



得たもの

科学を知らなくても、
“結果”を享受できる。



失ったもの

“疑問”に思う機会

たとえ、自分にとって未知の
現象にすら疑問に思わない。



科学離れ



その実例として、

私個人の話ですが。



幼い頃（埋立地）

「土を掘っても、どうせコンクリートが出てくるだけ。
だから、意味ないや」

Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｅｄ ｂｙ 大草



大学（理学部）に行ってからも・・・

・科学が既にできた完璧な体系に見える。

・「面白い」と言わされているだけ。

・地に足がついていないと気づいた。

・喜怒哀楽が無くなってしまった。

・このままでは死んでしまう。



【科学する心】と正反対！



物事があたりまえに
思えてしまう。

自分でたしかめようと
思うはずがない。

“ふしぎ”だと思わない

「リンク切れ」



“ふしぎ”だと思うこと

これが科学の芽です

よく観察してたしかめ
そして考えること
これが科学の茎です

そうして最後に
なぞがとける
これが科学の花です

朝永 振一郎（1965年ノーベル物理学賞）



とはいえ・・・
自分の弱みを強みに変えるしかない。

２００５年、東北大学大学院（M1）在学中に起業を決断。



本当に「できている」のか？

世間で「できている」人は、



実際に聞いてみた。（宮城の新聞）

総勢１００名ほどインタビューしてわかったことは・・・



本当にできていて、びっくり



それを形にしたい





意外と人気が出てきた。



そもそも人は・・・



創りたい存在

伝えたい存在

知りたい存在



心豊かな社会へ







中高生の皆さんへメッセージ

• 「既存の選択肢の中から選ぶ」以外の生き方も

• 自分が「おもしろい」と思うこと（※）を形にして、
社会的価値へ

※コンプレックスも、自分が「おもしろい」と思う
価値観につながっているセンサー


